



























Expansions in Sovereign Power and Personal Union



























































































?ロバート１世（ロバート・ドゥ・ブルース）（Robert I,Robert de Bruce,7?Lord of Annandale）（国
王在位1306年-1329年）は，1306年にダムフリース（Dumfries）のグレイフラィアーズ教会（Greyfriers
 



































































































ス・ランダルフ（Thomas Randolph,Earl of Moray）（1332年没）であった。彼は，ファイフに向かう
途中，マッセルバラ（Musselburgh）で病気のために急死した。彼の病死後，貴族によって摂政役に選ば































































??トマス・ダンドルフの他に，Sir James of Durrisdeerと聖アンドリュースのアーチディーコン（Archdea-
con：首席助祭）であったウィリアム・リンゼイ（William Linsey,Archeacon of St Andrews）（生没
不詳）も共同して摂政役を担った。

















ト１世の甥??のマー伯ドナルド・マー（Donald II/Domhnall II, Earl of Mar）（1302年生
？-1332年没）が選ばれた。しかし，彼は，摂政に就いてから９日後に，1332年８月のダッ




















2??Earl of Moray）（1332年没），メンテイス伯マードック（Murdoch III,Earl of Menteith）（1332年






その年の３月24日には，Dacreは，サ ・ーアンソニ ・ールーシー（Sir Anthony Lucy）と共に，ドーノッ
クの浅瀬でソルウエイ（Solway）を横切り，イングランドの大軍をダンフリーズシャーに引き連れてきた。
侵入者は，リッズデイル卿ウィリアム・ダグラス（William Douglas,Lord of Liddesdale）の指揮下に




















































次に，1335年９月，摂政役にはサ ・ーアンドリュ ・ーマリ （ーSir Andrew Murray,Andrew
 












































南部東岸ダンバーの戦い（Battle of Dunbar）ではマリ伯トマス・ランダルフ（Thomas Randolph,










































アントワープ（Lionel of Antwerp,1?Duke of Clarence）（1338年生-1368年没），４男はランカスター
公ジョン・オブ・ゴーント（John of Gaunt,Duke of Lancaster）（1340年生-1399年没），５男はヨー














































































リ （ーMarjiorie Bruce）（1296年生-1316年没）と８代（あるいは６代）ステュワードのウォルタ （ーWalter
 





























ルの戦い（Battle of Halidon Hill）で戦死した。
サー・アーチボルド・ダグラスの息子ウィリアム（William Douglas,1?Earl of Douglas）（1327年
生-1384年没）が1358年に初代ダグラス伯爵位を叙爵された。２代ダグラスである，その息子のジェイム
ズ（James Douglas,2??Earl of Douglas）（1358年生-1388年没）は1388年８月のオタバーン（Otterburn）
の戦いで戦死し，３代ダグラスは，アーチボルド・ダグラス（Archibald Douglas,3?Earl of Douglas）
（1328年生？-1400年没）であった。彼は，サー・ジェイムズ・ダグラス（善人のブラック・ダグラス）
の庶子であった。母親はエリザベス・ステュワートで，エリザベス・ステュワートは，４代あるいは６代













??ノーサンバーランド伯ヘンリ ・ーパーシ （ーHenry Percy,1?Earl of Northumberland）（1342年生-1408
年没）は，ヘンリー・ボリンブロク（Henry Bolingbroke後のヘンリー４世）の挙兵に協力した。その
息子で同名のヘンリ ・ーパーシー（Henry Percy,Duke of Northumberland）（1403年没）が，４代マー













Duke of Clarence）（1338年生-1368年没）と初代ランカスター公ヘンリ ・ーオブ・グロスモント（Henry
 
of Grosmont,1?Duke of Lancaster）（1310年生-1361年没）の姉モードの娘エリザベスが結婚した。
初代クラーランス公とエリザベスの間に生まれた娘のフィリッパ（Philippa Plantagenet）（1355年生-
1382年没）は，13歳の時，17歳であった３代マーチ伯エドマンド・モーティマ （ーEdmund de Mortimer,
3?Duke of March）（1351年生？-1381年没）と結婚した。この２人の間の長男４代マーチ伯ロジャ ・ー











































ワート（John Stewart,Earl of Carrick）（1337年生-1406年没）で，後にロバート３世（在位1390年-
1406年）になった。次男は，ウオルタ ・ーステュワート（Walter Stewart）（1338年生-1362年没）であ
り，イザベラ・ドンハッド（Isabella Donnchadh, Countess of Fife）（1320年生？-1389年没）と結婚
し，ファイフ伯を与えられた。３男は，ロバート・ステュワート（Robert Stewart）（1340年生-1420年
没）で，メンテース伯（Earl of Menteith），ファイフ伯（Earl of Fife），バハン伯（Earl of Buchan），
アサル伯（Earl of Atholl）を授けられた。1389年には，オルバニー公爵位が与えられた。４男は，アレ
グザンダー・ステュワート（Alexander Stewart,Lord of Buchan and Ross）（1343年生？-1405年没）
で，バドノッホの狼（The Wolf of Badenoch）と渾名される程に乱暴であった。長女は，マーガレット
（Magaret Stewart）であり，イーリー卿（Lord of Isles）と結婚していた。次女は，マジョリ （ーMarjory
 
Stewart）で，ジョン・ダンバー（John Dunbar, Earl of Moray）（1390年没）やアレグザンダー・ケ
イスと結婚した。３女はジョアンナ（Johanna Stewart），４女は，イザベラ（Isabella Stewart）で，





ト（David Stewart,1?Earl of Caithness, Earl of Strathearn），次男は，ウオルター・ステュワート
（Walter Stewart,1?Earl of Atholl），次女は，エリザベス・ステュワート（Elizabeth Stewart）で，



















































































































フォート（John Beaufort, Earl of Somerset）（1373年生？-1410年没）とマーガレット・ホーランド
（Margaret Holland）（1385年生-1439年没）の娘ジョアン（Joan Beafort）（1445年没）であった。ジョ
アンはヘンリー５世と従妹であった。サマーセット伯ジョン・ボーフォートは，エドワード３世の４男ラ







るアルマニック派（オルレアン公ルイ（Lois de Valois,Duc d’Orlean）（在位1392-1407年）がブルゴー
ニュ公ジャン無畏公（JeanI,Duc de Bourgogne）（在位1404年-1419年）によって暗殺され，その義父

























































































Count of Grandpre）（1487年没），６女アナベラ（Annabella Stewart）（1433年生-1471年没）はジュ







































































































協力した７代ダグラス伯ジェイムズ??(James Douglas, 7?Earl of Douglas, 1?Earl of
 
Avondale）（1371年生-1443年没）は，３年後に，他界した。８代ダグラス伯には，その息子
のウィリアム（William Douglas,8?Earl of Douglas,2??Earl of Avondale）（1425年生-
1452年没）が就いた。彼は，奸智にたけた若者で，クライトンとリヴィングストンによる王
権の 断がダグラス家の破滅に導くと考え，その両者を仲違いさせる奸計を謀った。３代ク
ロフォード伯デイヴィッド・リンゼイ??(David Lindasy,3?Earl of Crawford）（1445年没）
は，５代ダグラス伯が，ジェイムズ２世と従兄弟であったこと，第２に，女性が国王の摂政になる先例が
なかったことが挙げられる。故に，病弱な５代ダグラス伯が王の未亡人とと共に摂政役になった，と判断











































Livingston of Linlithgow）は，監査役（Comptroller），ジョン・リビングストン（John Livingston）




















伯は，彼の弟ジェイムズ（James Douglas,9?Earl of Douglas）（1426年-1488年）が継い
だ。
ジェイムズ２世に怨念を懐く９代ダグラス伯ジェイムズは，1455年，次弟マリ伯アーチボ
ルド??(Archibald Douglas,Earl of Moray）（1426年生-1455年没），オーモンド伯ヒュー・
ダグラス??(Hugh Douglas,Earl of Ormonde）（1455年没），バルヴェニ卿ジョン・ダグラ








the Isles and Earl of Ross）（1434年生-1503年没）や４代クロフォード伯アレクザンダー・リンゼイ

























































??1455年５月に，３代ヨーク公リチャード（Richard Plantagenet, 3?Duke of York）（1411年生-1460
年没）は，ロンドン郊外北東のセント・オールバンス（Saint Albans）で王軍と戦い，２代サマーセット
伯エドマンド・ボーフォート（Edmund Beaufort,2??Duke of Somerset）（1406年生-1455年没？），
２代ノーサンバーランド伯（Henry Percy,2??Earl of Northumberland）（1394年生-1455年没），８代















クラーランス公ジョージ・プランタジニット（George Plantagenet,1?Duke of Clarence）（1449年生-


















































??ジェイムズ２世と王妃マリー（Marie de Guelderes 1463年没）との間には，４男２女が生まれた。長
男がジェイムズで王位を継いだ。次男はオルバニー公アレクサンダー・ステュワート（Alexander Ste-
wart,2??Duke of Albany）（1454年生-1485年没）であった。３男のデイヴィッドは早世し，４男はマー
伯ジョン（John Stewart,Earl of Mar）（1456年生-1479年没）であった。長女メアリ （ーMary Stewart）
（1453年生-1488年没）は，アラン伯トマス・ボイド（Thomas Boyd,Earl of Arran）（1472年没）と
結婚したが，ボイドの死後は，初代ハミルトン卿ジェイムズ（James Hamilton,1?Lord of Hamilton）
（1415年生-1479年没）と再婚，次女マーガレット（Margaret Stewart）（生没不詳）は，３代クライト




















ブ・ラングリー（Edmund of Langley）（1341年生-1402年没）に始まり，彼が初代ヨーク公（1? Duke
 
of York）になった。２代は，その長男のエドワードが継いだが，アジャンクール（Agincourt）の戦い
で戦死した。また次男の２代ケンブリッジ伯リチャード・コニスバラ（Richard Conigsburgh, Earl of
 









ワード４世，その６男クラーランス公ジョージ（George Plantagenet,Duke of Clarence）（1449年生-1478








??ヘンリー４世からヘンリー６世までの３代の王家をランカスター家（The House of Lancaster）という。
この王家はヨーク家（The House of York）同様にエドワード３世に繫がる王家である。両家ともプラ
ンタジニット家（The House of Plantagenet）に繫がる。ランカスター家の名称は，ヘンリー３世の次
男エドマンド・クローチバク（Edmund Crouchback）（1245年生-1296年没）が初代ランカスター伯ヘン



















詳）とブリーッヒン司教のパトリック・グレアム??(Patrick Graham,Bishop of Brechin and
 































ルバニー公アレグザンダー（Alexander Stewart,1?Duke of Albany）（1454年生-1485年












































伯ジェイムズ・ステュワート??(James Stewart,1?Earl of Buchan）（1442年生-1499年没），









??彼は，サー・ジェイムズ・ステュワート（The Black Knight of Lorn）とジョアン・ボーフォートとの
次男であり，ジェイムズ２世や彼の妹マーガレットとは異母兄弟・兄妹であり，さらにジョン・ステュワー
ト（John Stewart,Earl of Atholl）（1440年生？-1512年没）は彼の弟であった。
??1498年から1501年にかけて，スコットランドの国璽尚書（Chancellor）を務めた。彼は，ダグラスの反
乱時には，国王側に付いて戦った。彼は，ハントレイ城（Huntly）の再建を完成させた。































Hepburn,Earl of Bothwell）（1508年没？），サ ・ーアレグザンダ ・ーヒューム???(Sir Alexander
 
Home,1?Lord Home）（1403年生？-1490年没？），２代グレイ卿アンドリューなどであっ


































































































???ハリーの生活については殆ど知られていない。彼は，The Actes and Deidis of the Illustre and Vallyeant
 
























































???この城は，14世紀の中頃，ウィリアム・ダグラス（William Douglas,1?Earl of Douglas）（1327年生-
1384年没）によって建てられ，それは彼の庶子ジョージ・ダグラス（George Douglas,1?Earl of Angus）
（1380年生-1403年没）に引き渡された。この城は，1491年，ジェイムズ４世によって包囲され，1528年，
ジェイムズ５世よって包囲された。この城の特長は，中世のカーテン壁タイプの城である。
???13世紀の中頃に建てられた。1338年，Sir Ralph de Nevilleが Sir William Douglasに包囲された。こ
のダグラスは，同名のダグラス伯ウィリアム・ダグラス（William Douglas,1?Earl of Douglas）（1327
年生-1384年没）に殺害され，この城は，相続遺産として，初代ダグラス伯のものになった。彼が，その
城をダーラム大聖堂の石工職人長（master mason）の John Lewinの助けによって，現代の城に建て替
えた。




















ロス伯，かつ，イール卿であったジョン・マクドナルド（John MacDonald,Lord of the Isles,























???Aonghas Ógは，コリン・キャンベル（Colin Campbell,1?Earl of Argyll）（1433年生-1493年没）の
娘イザベラ（Isabella）と結婚した。彼は，彼の父ジョンを領地から追い出した。ジョンは，スコットラ
ンド王，アサル伯ジョン・ステュワート，親戚のMacLean, MacLeod, MacNeillの支持を得，オグは
Domhnall BallanchやMacDomhnall Mac Aonghais（chief of MacDonald of Keppoch）ならびに
MacLeods of Lewisの支持を得て，親子が争った。オグが，父のガレー船を破壊し勝利したThe Battle
 






























ランド海軍長官（Lord High Admiral of Scotland）になった。1489年までには，戦闘船としてThe
 





































Giles）のコレジエイト教会（Collegiate Church）の長に昇進した。フロドゥンの戦い（Battle of Flodden）
でジェイムズ４世（在位1488年-1513年）が戦死し，その後に５代伯アンガスが死ぬと，Gavinの甥の６




































































































Hamilton, 1?Earl of Arran）（1475年生？-1529年没）や親仏派の３代ヒューム卿アレグ
ザンダー・ヒューム（Alexander Home,3?Lord Home）（1516年没）やジェイムズ・ビー
トン???(James Beaton,Archbishop of Saint Andrews）（1472年生-1539年没）が彼女の補
佐役についた。摂政政治の不安定さは，摂政役の王母マーガレットが，親英派の６代アンガ














???彼は，デイヴィッド・ビートン（David Beaton,Archbishop of Saint Andrews）（1494年生-1546年没）











???彼は，初代オルバニー公アレグザンダ ・ーステュワート（Alexander Stewart,1?Duke of Albany）（1454
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王権の伸張と同君連合の成立（久保田義弘)













ノ???(Milano）を押さえ，ハプスブルグ家（The House of Habsburg）と神聖ローマ皇帝の














































Hamilton, 1?Earl of Arran）（1457年生-1529年没）が，王母マーガレットを取り込み，
ジェイムズ５世をスターリング城からエディンバラ城に移し，政治的な主導権をとった。1525















































Stewart,1?Earl of Orkney）（1533年生-1593年没），エリザベス・カーミハエル（Elizabeth Carmicheal）
との間に初代ダーンリー卿ジョン・ステュワート（John Stewart,1?Lord of Darnley）（1531年生-1563
年没），そして，マーガレット・アースキンとの間には，幼くして修道院次長を経験していた初代マリ伯





チボルド・キャンベル（Colin Campbell,3?Earl of Argyll）（1488年生-1529年没）と，３代ハントレー



























































































































































































































































































ド・キャンベル（Archibald Campbell,5?Earl of Argyll）（1532あるいは1537年生-1573年没），４代
モートン伯ジェイムズ・ダグラス（James Douglas,4?Earl of Morton）（1525年生？-1581年没），５
代グレンケアン伯アレグザンダ ・ーカニングァム（Alexander Cunningham,5?Earl of Glencairn）（1574
― ―114
王権の伸張と同君連合の成立（久保田義弘)
ワート（James Stewart,1?Earl of Moray）（1531年生-1570没）とプロテスタントのウィ












































































































































































ト???(Matthew Stewart,4?Earl of Lennox）（1516年生-1571年没）が就いた。彼は，ダー
ンリー卿ヘンリー・ステュワートの父で，ジェイムズ６世の祖父であった。彼は，1571年９
月にスターリング城で殺害された。その３番目の摂政には，1571年10月，６代マー伯ジョン・
アースキン???(John Erskine,6?Lord Erskine,17?Earl of Mar）（1510年生-1572年没）
が就いたが，その実権は，そのマー伯の他界後に摂政となった４代モートン伯ジェイムズ・















































ガイル伯コリン・キャンベル（Colin Campbell, 6?Earl of Argyll）（1541/1546年生-1584年没）や４
































































































ジョン・リンゼイ（John Linday of Balcarres）（1552年生-1598年没），アレグザンダー・シートゥン












































































私的洗礼（private baptism），病人や弱者のための私的聖餐式（private communion for the sick or
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